
動画週刊誌「週刊西田」　西田昌司がズバッと答える一問一答

「再生数の少ない一問一答を私共の為にわざわざ続けて
くださる理由は？」
平成 27年 7月 14日

●ただしさんからの質問

再生数の少ない一問一答を私共の為にわざわざ続けてくださる理由を教え

て下さい。

●西田昌司の答え

再生回数が上がるよう、皆さんには拡散のご協力をお願いします。

再生回数の多少にかかわらず、皆さんの質問に答えるのは私にとっての良

い勉強になっていますし、政治家である私と、国民である皆さんが対話する

ことは、政治を取り戻すために一番大事なことだと思っています。私が議員

である限り、一問一答を続けるつもりです。

●一平民さんからの質問
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也」と、西郷さんはこう言い遺した

そうである。・・・御仁は、今で云う所謂イノベーション・積極財政には慎

重であったかのような印象も受けるが、それは、考えもせず単なる新し物好

きの浮ついた世間の「気分」を戒める意味合いであったかもしれない。・・・

農を産業・安心雇用振興と読みかえれば、「教育」と「自衛」とを併せて政治

の、そして政治家の本務を、全てではなくとも、その重要な核心を簡明に示

しているものと素直に受け入れることができる。彼の人への個々の賛否は別



にして。・・・具体に何を・どのようには、将来を担う若い人達の、時代「気

分」や時の権勢へのすり寄りとは無縁の、堅実な営為に懸かっている。これ

が、真に、大勢を占める平民が望んでいることである。

●西田昌司の答え

毎週頂いている、一平民さんのご質問はいつも長くて難しく、上手くは答

えられませんが、私なりの回答をさせていただきます。

一平民さんが挙げられた西郷の言葉は、彼の遺訓集の『南洲翁遺訓』にあ

りますが、私もこの言葉が大好きです。しかし、今の日本の政治は残念なが

ら西郷の言うようにはなっていません。

西郷の言うように、政治の大きな目的は、国民が精神的に豊かに生きられ

るように教育を充実させ（文を興し）、他国に攻められないように軍事力を

備え（武を振ひ）、国民が飢えることのないように農業を守る（農を励ます）

の 3 つでありますが、要するに、国柄を守るということが大事なのです。

社会のグローバル化が進み、特に金融が顕著ですが、企業活動がどんど

んと地球規模になっています。国境を越えた企業活動は、グローバル企業

にとっては利益になっても、国内においては経済の空洞化を招いてしまい、

「グローバル企業の利益は、必ずしも国益に一致しない」現実に我々は直面

しています。世界を一つの市場と考える企業の論理をどうやってコントロー

ルするかが現代の政治の要諦だと思います。
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